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特集	─ 「担い手直送規格・省力防除」の取り組みについて

Ⅰ
．
は
じ
め
に

近
年
の
農
業
生
産
組
織
等
の
大
規
模
化
に
と
も
な
い
、
よ

り
一
層
の
コ
ス
ト
低
減
・
省
力
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
担
い
手
対
策
と
し
て
、
大
規
模
農
家
の
方
々
が
低
価

格
を
実
感
で
き
る
特
別
大
型
規
格
品
を
設
定
し
、
物
流
コ
ス

ト
等
を
抑
え
た
「
担
い
手
直
送
規
格
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
の
労
力
軽
減
を
目
的
に
、
農

作
業
の
中
で
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
除
草
作
業
の
「
省

力
防
除
」
に
つ
い
て
、
除
草
剤
の
効
果
的
な
使
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
「
担
い
手
直
送
規
格
」
お
よ
び
「
省
力
防
除
」
に

つ
い
て
、
除
草
剤
の
提
案
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ
．
担
い
手
直
送
規
格

■
特
徴

　
完
全
受
注
生
産
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
か
ら
農
家
組
合
員
様

の
ご
自
宅
へ
直
送
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
物
流
コ
ス
ト
の

削
減
に
よ
り
、
大
幅
な
引
き
下
げ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

基
準
価
格
（
10
㌃
当
た
り
）
で
比
較
し
て
20
～
30
％
程
度

の
価
格
低
減
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
水
稲
初
中
期
一
発
処
理
除
草
剤
の
ご
提
案
と
な

り
ま
す
。

※
小
分
け
で
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
完
全
受
注
生
産
（
返
品
不
可
）
と
な
る
た
め
、
注
文
時

期
を
限
定
し
た
専
用
注
文
書
に
よ
る
受
注
・
配
送
と

な
り
ま
す
。

■
提
案
品
目
例
①

品
名
：
ク
サ
カ
リ
テ
イ
オ
ー
１
キ
ロ
粒
剤
７
５

型
ド
ラ
ム
で
す
。

■
提
案
品
目
例
②

品
名
：
デ
ル
タ
ア
タ
ッ
ク
１
キ
ロ
粒
剤

規
格
：
50
㎏
（
10
㎏
×
５
袋
）

有
効
成
分
：
イ
マ
ゾ
ス
ル
フ
ロ
ン
、
オ
キ
サ
ジ
ク
ロ
メ
ホ

ン
、
ピ
ラ
ク
ロ
ニ
ル
、
ブ
ロ
モ
ブ
チ
ド

外
装
は
縦
３
７
０
㎜
×
横
３
７
０
㎜
×
高
さ
７
０
０
㎜
の

円
柱
形
・
紙
型
ド
ラ
ム
で
す
。

規
格
：
40
㎏
（
４
㎏
×
10
袋
）

有
効
成
分
：
ベ
ン
ス
ル
フ
ロ
ン
メ
チ
ル
、
ペ
ン
ト
キ
サ
ゾ

ン
、
ブ
ロ
モ
ブ
チ
ド

外
装
は
内
径
４
３
０
㎜
×
高
さ
５
５
５
㎜
の
円
柱
形
・
紙

Ⅲ
．
省
力
防
除

■
特
徴

　
除
草
剤
を
秋
に
撒
く
こ
と
に
よ
り
、
忙
し
い
翌
春
の
除

草
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　「
忙
し
い
春
先
に
畦
畔
除
草
作
業
を
で
き
る
だ
け
省
き

た
い
」「
夏
場
の
草
刈
り
機
で
の
除
草
は
危
険
で
重
労
働
」

「
雑
草
害
で
減
収
に
な
る
の
は
嫌
だ
」「
収
量
を
も
っ
と

確
保
し
た
い
」
な
ど
の
お
悩
み
に
お
応
え
し
ま
す
。
ま

た
、
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
大
型
規
格
も
各
種
取
り
揃

え
て
お
り
ま
す
。

■
提
案
品
目
①

品
名
：
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

規
格
：
２
０
０
Ｌ
、
20
Ｌ
、
5.5
Ｌ
、
２
Ｌ

有
効
成
分
：
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
カ
リ
ウ
ム
塩 

■
提
案
品
目
②

品
名
：
バ
ス
タ

規
格
：
10
Ｌ
、
５
Ｌ
、
2.2
Ｌ

有
効
成
分
：
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト 

Ⅳ
．
お
わ
り
に

　
本
会
農
薬
事
業
に
お
け
る
コ

ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
回
ご
紹
介
し
た
「
担
い

手
直
送
規
格
」
の
他
に
も
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
の
提

案
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
生
産
者
・
農
家
組
合

員
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
生
産

資
材
価
格
の
実
現
、
お
よ
び
集

落
営
農
組
織
や
法
人
等
大
規
模

経
営
体
へ
の
事
業
推
進
を
Ｊ
Ａ

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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ざるおぼろ豆腐（480g×2P）
～ひとくちめはそのまま、ふたくちめはお塩でどうぞ～
　契約栽培大豆「秘伝緑豆」、「庄内茶大豆」を使い、時間をかけて寄せ、ざるに盛り自然に水を
切ることにより、香りとコクのあるお豆腐に仕立てております。

汲み上げ湯波（2箱）
　当店の生湯波は、通常より濃い豆乳を使用しております。それぞれの豆の味わい
が、強く感じられる生湯波です。

秘伝大豆納豆（85g×2P）
　秘伝大豆納豆は粒が大きく甘い風味があり、納豆がお好きな方から、とても好評を
いただいております。

ふうせつ花 お豆腐と湯波の詰め合わせ
素材にこだわり丁寧に仕上げました。

産地直送通販サイト

JAタウン「いわて純情館」では純情ブランドを全国の食卓にお届けしています。 いわて純情館

お豆腐2種、湯波、納豆の
セット

左＝緑豆豆腐
右＝茶大豆豆腐

07

米穀部　米穀販売課
技術主管

伊藤専一

純
情
ブ
ラ
ン
ド
消
費
地
の

「
今
」を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今月のリポーター
消費地販売課
赤﨑 弘悟

高
知
県
は
4
月
～
6
月
の
日
照
不
足
等
の

影
響
に
よ
り
穂
数
及
び
全
も
み
数
が「
や
や

少
な
い
」な
い
し「
少
な
い
」と
見
込
ま
れ
、鹿

児
島
県
で
は
6
月
以
降
の
大
雨
の
影
響
か

ら
登
熟
が「
や
や
不
良
」と
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
早
期
米
の
作
柄
に
つ
い
て
は「
や
や

不
良
」と
見
込
ま
れ
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま

27
年
産
米
は
、各
産
地
共
に
販
売
先
と

の
契
約
締
結
が
ほ
ぼ
終
了
し
、新
米
ス
タ
ー

ト
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。7
月
下
旬
か
ら

は
、南
九
州
の
鹿
児
島
、宮
崎
、四
国
の
高
知

な
ど
か
ら
早
期
米
の
出
荷
が
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。農
林
水
産
省
が
7
月
24
日
に
公
表
し

た
早
場
米
地
域
の
作
柄
は
、宮
崎
県
お
よ
び

コープ未来店舗での販売の様子

し
た
。（
7
月
24
日
公
表
）ま
た
、8
月
下
旬

に
は
千
葉
か
ら
関
東
の
新
米
の
出
荷
も
始

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
様
な
中
で『
い
わ
て
純
情
米
』は
、安

定
品
質
、安
定
供
給
の
面
か
ら
各
卸
、各
実

需
者
か
ら
多
く
要
望
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
も
中
食
・
外
食
な
ど
安
定
品
質
、安
定

供
給
が
求
め
ら
れ
る
業
務
用
実
需
者
の
需
要

が
伸
長
し
て
き
て
お
り
、末
端
ユ
ー
ザ
ー
と

産
地
の
結
び
つ
け
を
図
る
こ
と
で
長
期
的
安

定
的
な
取
引
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。28
年
産
米
で
は
出
荷
契
約
数
量
以
上
の

要
望
を
頂
い
て
お
り
、28
年
産
米
の
い
わ
て

純
情
米
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、28
年
産
か
ら
販
売
を
開
始
す
る

「
銀
河
の
し
ず
く
」に
つ
い
て
は
、現
在
、主

要
卸
と
共
に
販
売
に
向
け
た
商
談
を
進
め

て
お
り
ま
す
。北
海
道
の「
ゆ
め
ぴ
り
か
」、

山
形
県
の「
つ
や
姫
」に
加
え
、青
森
県
の

「
青
天
の
霹
靂
」・
新
潟
県
の「
新
之
助
」な

ど
各
産
地
か
ら
も
良
食
味
新
品
種
が
市
場

デ
ビ
ュ
ー
し
て
お
り
、ブ
ラ
ン
ド
米
に
よ
る

産
地
間
競
争
も
激
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
様

な
中
、「
銀
河
の
し
ず
く
」お
よ
び
来
年
産
か

ら
販
売
予
定
の「
岩
手
１
１
８
号
」の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
向
け
て
は
、行
政
、卸
、実
需
者

と
協
力
し
、新
た
な
需
要
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、『
い
わ
て
純
情
米
』の
評
価
の
底
上
げ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

前
述
の
通
り
、28
年
産
米
で
は
実
需
者

か
ら
出
荷
契
約
以
上
の
要
望
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。安
定
し
た
品
質
の
も
の
を
安
定
し

て
実
需
者
へ
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
の
信
頼
に
繋
が
り
ま
す
。実
需
者
か
ら
の

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
生
産
者
の
皆
様

方
に
は
、農
協
、全
農
県
本
部
へ
出
荷
し
て

い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
を
致
し
ま
す
。ＣＥ及び農業倉庫等建設年数

西暦 01以降 00～91 90～81 80～71 70～61 60以前 計

低温 5 17 7 14 14 1 58

準低 2 8 20 40 3 73

常温 3 1 3 7 55 16 85

計 8 20 18 41 109 20 216

ＣＥ 2 22 1 1 2 28

保
管
と
検
査
は
米
流
通
の「
車
の
両
輪
」と
例
え

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、平
成
15
年
3
月
に
保
管

管
理
の
指
針
で
あ
っ
た「
国
の
保
管
管
理
要
領
」が

廃
止
さ
れ
、平
成
18
年
に
は
農
産
物
検
査
の
完
全

民
営
化
、さ
ら
に
平
成
28
年
4
月
に
は
農
業
倉
庫

業
法
が
廃
止
さ
れ
、保
管
は「
自
主
保
管
マ
ニ
ュ
ア

ル
」に
基
づ
く
適
切
な
管
理
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

農
業
倉
庫
の
有
り
様
も
、大
量
流
通
か
ら
、安

心
・
安
全
が
求
め
ら
れ
ま
す
。平
成
12
年
以
降
の
大

手
乳
業
の
食
中
毒
、Ｂ
Ｓ
Ｅ
、ミ
ー
ト
事
件
や
平
成

20
年
8
月
の
国
に
よ
る
非
食
用
米
穀
の
食
用
へ
の

転
用
に
よ
り
、食
に
対
す
る
消
費
者
の
目
は
厳
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。荷
受
段
階
で
は
、包
装
容

器
の
汚
れ
、米
麦
の
病
害
虫
・
そ
害
・カ
ビ
被
害
、異

物
混
入
等
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。表
示
の
洩
れ
は
、Ｊ
Ａ
Ｓ
法
違
反
に

つ
な
が
る
た
め
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
J
A
農
業
倉
庫
・カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
管
管
理
協
議
会
は
、

安
心
・
安
全
を
求
め「
農
業
倉
庫
保
管

管
理
巡
回
点
検
」並
び
に「
C
E
運
営

管
理
・
環
境
整
備
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施

し
、食
品
事
業
者
の
認
識
と
岩
手
県
産

米
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
機
敏
に
対
応
出
来

る
よ
う
、平
成
28
年
度
の
農
業
倉
庫
保

管
管
理
巡
回
点
検
で
は
、米
麦
が
在
庫

し
て
い
る
1
2
4
倉
庫
を
対
象
に
実
施

し
、カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
8
ヶ
所

を
対
象
に
、運
営
管
理
・
環
境
整
備
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
情
報
の
共
有
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、C
E
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
見
ら

れ
る
施
設
か
ら
見
せ
る
施
設
」を
テ
ー
マ

と
し
て
い
ま
す
。岩
手
県
産
米
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、品
質
管
理
体
制
、事
故

防
止
対
策
及
び
環
境
整
備
等
適
切
な
運
営
に
つ
い

て
項
目
を
定
め
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。最
優
秀

賞
に
は
、す
べ
て
の
面
で
丁
寧
な
管
理
が
行
な
わ
れ

て
い
る「
J
A
い
わ
て
花
巻
西
南
Ｃ
Ｅ
」。優
秀
賞

に
は
、徹
底
し
た
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る「
J
A

い
わ
て
花
巻
石
鳥
谷
C
E
」。奨
励
賞
に
は
、適
切

な
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る「
J
A
い
わ
て
花
巻
江

釣
子
C
E
・
J
A
い
わ
て
平
泉
C
E
」が
受
賞
し
ま

し
た
。表
彰
式
は
、J
A
い
わ
て
花
巻
笹
間
支
店
で

行
い
、最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
J
A
い
わ
て
花
巻

西
南
C
E
を
視
察
後
に
一
歩
進
ん
だ
C
E
運
営

管
理
と
し
C
E
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
倉
庫
で
は
、施
設
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。上
級
責
任
者
は
自
ら
施
設
に
出
向
き
、

施
設
の
現
状
、保
管
管
理
の
体
制
、日
常
管
理
の
現

状
、法
令
の
遵
守
に
つ
い
て
現
場
保
管
責
任
者
と
意

見
交
換
を
行
い
、課
題
を
明
確
に
す
る
な
か
計
画

的
な
保
管
管
理
に
取
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。ま

た
、農
業
倉
庫
保
管
管
理
強
化
月
間
中
に
は
、「
自

主
保
管
マ
ニュ
ア
ル
」に
基
づ
い
た
運
営
と
な
っ
て
い
る

か
、自
ら
点
検
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
品
質
事
故
防
止
と
し
、一
歩
進
ん
だ
保

管
管
理
を
求
め
ま
す
。①
温
暖
化
の
な
か
品
質
管

理
が
重
要
と
な
り
、水
分
・
品
質
を
定
期
的
に
測
定

し
農
業
倉
庫
保
管
管
理
日
誌
へ
の
記
帳
を
求
め
ま

す
。②
包
装
の
汚
れ
や
害
虫
発
生
を
防
止
と
し
、清

掃
と
下
屋
の
不
要
物
品
の
整
理
や
倉
庫
外
周
も
含

め
整
理
整
頓
を
求
め
ま
す
。今
回
の
巡
回
点
検
は
、

各
項
目
で
組
織
的
に
創
意
工
夫
し
日
々
の
保
管
管

理
を
大
事
に
し
て
い
る
倉
庫
が
増
え
、さ
ら
な
る
改

善
が
期
待
出
来
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、い
つ
ま
で
も
指
摘
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い

倉
庫
も
あ
り
ま
す
。今
回
の
巡
回
点
検
で
指
摘
さ

れ
た
上
級
責
任
者
は
現
場
保
管
責
任
者
と
報
告
・

連
絡
・
相
談
を
一
層
密
に
行
い
、目
標
を
持
っ
た
保

管
管
理
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、人
事
異

動
の
際
の
担
当
者
間
の
引
継
が
不
十
分
な
と
こ
ろ

も
見
受
け
ら
れ
、サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
等
、目
標

を
掲
げ
細
や
か
な
日
常
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

岩
手
県
J
A
農
業
倉
庫
・カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
管
管
理
協
議
会
は
、保
管
管
理
に
よ
り
お

米
の
商
品
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、細
や

か
な
日
常
管
理
の
実
施
が
大
切
と
考
え
、指
摘
事

項
の
履
行
状
況
確
認
を
行
う
な
か
、岩
手
県
産
米

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、一
歩
進
ん
だ
保
管
管
理
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

平成28年4月農業倉庫数及び巡回点検倉庫数
平成28年度倉庫 巡回点検実施倉庫数

低温倉庫 58（140,060t） 46

準低温倉庫 73（111,333t） 64

常温倉庫 85（ 55,328t） 14

計 216倉庫（収容力306,721t） 124

C E 28ＣＥ（75,523t） 8

合計 244（382,244t） 132

区分 年度
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営
農
･
法
人
組
織
、認
定
農
業
者
と
定
め
て
、集
中
的
な

支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
新
規
就
農
研
修
生
に
対
す
る
支
援
活
動

【
平
成
28
年
度
研
修
生
：
４
名
】

①
一
関
市
単
独
事
業
で
あ
る
新
規
学
卒
者
等
就
農
促
進

支
援
事
業
を
活
用
し
、就
農
前
の
研
修
生
を
Ｊ
Ａ
が

臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
、園
芸
や
畜
産
の
部
会
を

通
じ
、各
部
門
の
認
定
農
業
者
で
の
実
地
研
修
や
、Ｊ

Ａ
各
施
設
で
の
作
業
を
通
じ
、将
来
自
分
が
営
農
す
る

た
め
の
基
礎
知
識
を
習
得
さ
せ
る
。

②
今
年
度
よ
り
、２
か
月
に
１
回
の
個
人
面
談
会
を
行
政

等（
普
及
Ｃ
・
農
林
振
興
Ｃ
・
市
農
林
振
興
課
･
市
各

今
月
は
、Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
が
取
り
組
む
担
い
手
支
援

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
は
、平
成
26
年
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
Ｊ
Ａ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、営
農
部
の
中
心
拠
点
は

「
西
部
営
農
振
興
セ
ン
タ
ー（
一
関
市
中
里
）」と「
東
部

営
農
振
興
セ
ン
タ
ー（
大
東
町
摺
沢
）」の
２
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、県
内
７
Ｊ
Ａ
の
中
で
、唯
一
担
い
手
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
で
す
。

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
営
農

振
興
課
）は
、主
た
る
業
務
と
し
て『
部
署
間
連
携
に
よ

る
主
た
る
担
い
手
の
支
援・育
成
に
よ
る
農
業
所
得
の
拡

大
・
地
域
活
性
化
』を
掲
げ
、主
た
る
担
い
手
を
①
新
規

就
農
者（
就
農
５
年
以
内
、新
規
就
農
研
修
生
）②
集
落

支
所
産
業
経
済
課・農
業
公
社
農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、

県
担
い
手
Ｓ
Ｃ
）を
含
め
て
実
施
し
、研
修
先
や
研
修

内
容
に
対
す
る
感
想
や
意
見
の
聴
収
、将
来
の
就
農

計
画
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
土
地
や
施
設
･
農
機

具
等
の
取
得
に
関
す
る
補
助
事
業
の
説
明
や
、資
金
の

調
達
方
法
等
の
相
談
を
行
い
、就
農
に
対
す
る
不
安
の

解
消
に
努
め
て
い
る
。

◆
新
規
就
農
者（
就
農
５
年
ま
で
）への
支
援
活
動

【
平
成
28
年
度
対
象
者
：
34
名
】

①
Ｊ
Ａ
の
専
任
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
担
い
手
Ｓ
C
出
向
く
活
動
班

（
小
職
）が
定
期
的
に
巡
回
訪
問
し
、営
農
活
動
や
栽

培
管
理
状
況
等
を
把
握
す
る
と
伴
に
、専
門
的
な
課

題
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、部
門
担
当
課
と
の
連
携
に

よ
り
課
題
解
決
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

②
青
年
就
農
給
付
金
事
業
の
交
付
金
対
象
者
の
巡
回
面

談
会
を
３
か
月
に
１
回
、行
政（
普
及
Ｃ
・
農
林
振
興

Ｃ・
市
農
林
振
興
課
・
市
各
支
所
産
業
経
済
課
・
平
泉

町
農
林
振
興
課
）、Ｊ
Ａ
営
農
振
興
課
、出
向
く
活
動

班
で
実
施
し
、営
農
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る

事
を
確
認
す
る
と
共
に
、個
別
相
談
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、新
規
就
農
担
当
者
会
議（
行
政
関

係
機
関
･
Ｊ
Ａ
･
県
担
い
手
Ｓ
Ｃ
）を
年
２
回
開
催

し
、新
規
就
農
者
の
個
別
対
応
に
つ
い
て
協
議
・
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

◆
法
人・集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
活
動

【
平
成
28
年
度
対
象
組
織
：
44
組
織
】

①
法
人
･
集
落
営
農
組
織
に
対
す
る
支
援
は
、平
成
27

年
度
に
設
立
し
た「
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
集
落

営
農
組
織
連
絡
協
議
会
」を
基
軸
に
支
援
体

制
を
整
備
し
お
り
、集
落
営
農
法
人
意
見
交

換
会
や
法
人
化
に
関
す
る
個
別
面
談
会
、営

農
組
織
経
理
担
当
者
研
修
会
、先
進
地
研
修

会
、Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
と
の
懇
談
会
、Ｊ
Ａ
い
わ

て
平
泉
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
事
業
及
び
Ｊ

Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
農
業
担
い
手
サ
ポ
ー
ト

事
業
説
明
会
等
を
通
し
、営
農
経
営
全
般
に

渡
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
政
関
係
と
一
体
に
な
り

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
と
ま
と
部
会
・
担
い
手
班
に
よ
る
園
芸
産

地
確
立
支
援
の
活
動
を
紹
介

・
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
と
ま
と
部
会
担
い
手
班
は「
園
芸
ハ

ウ
ス
建
設
組
合
」を
創
設
し
、農
閑
期（
12
月
～
３
月
）

に
、有
休
ハ
ウ
ス
の
解
体
・
建
設
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、ハ
ウ
ス
が
欲
し
い
生
産
者
や
増
反
し
た
い
生
産
者

か
ら
の
要
望
を
募
り
、坪
単
価
に
よ
る
請
負
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。作
業
は
担
い
手
班
の
メ
ン
バ
ー
の
連

携
作
業
で
実
施
し
て
い
る
が
、栽
培
年
数
の
浅
い
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
は
、先
輩
と
の
会
話
は
日
頃
悩
ん
で
い

る
事
の
解
決
の
糸
口
や
栽
培
技
術
の
習
得
に
繋
が
る

サ
ロ
ン
的
な
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

◆
今
後
の
訪
問
活
動
強
化
に
向
け

・
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
で
は
、担
い
手
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
、県
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
い
る

金
融
部
門
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
入
力
に
よ
る
部
門

間
連
携
の
強
化
を
進
め
る
事
と
し
て
お
り
、ま
た
、経

済
部
門
で
の
訪
問
活
動
体
制
を
構
築
し
８
月
か
ら
活

動
を
開
始
す
る
事
と
し
て
い
る
。

　
以
上
、Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
の
担
い
手
支
援
活
動
の
一
部

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、新
規
就
農
者
へ
の
取
組
事

例
等
は
各
Ｊ
Ａ
で
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思

い
で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。我
々
担
い
手
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
出
向
く
活
動
班
の
仕
事
は
、Ｊ
Ａ
及
び
生
産
者

（
担
い
手
）の
現
場
に
し
か
無
い
と
の
思
い
で
今
後
と
も
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新規就農者巡回面談

（農）アグリ平泉との営農相談

集落営農組織連絡協議会総会

新規就農者巡回面談

H２８新規就農研修生面談会風景

今回の報告者
担い手サポートセンター
出向く活動班

新沼 真也

「
さ
っ
こ
ら
ち
ょ
い
わ
や
っ
せ
」私

が
初
め
て
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
の

は
小
学
生
の
と
き
盛
岡
を
案
内
し
て
さ
ん
さ
踊

り
の
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

が
き
っ
か
け
で
す
。そ
の
言
葉
の
音
頭
が
愉
快
で

楽
し
く
何
度
も
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
真
似
を
し
て

盛
り
上
が
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。そ

の
10
年
後
の
８
月
、純
情
む
す
め
と
し
て
私
は
さ

ん
さ
踊
り
の
パ
レ
ー
ド
に
出
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。私
は
北
上
市
の
出
身
で
踊
り
に
馴
染
み
が
な

く
運
動
音
痴
と
い
う
事
も
あ
り
自
分
が
当
日
堂
々

と
踊
っ
て
い
る
様
子
が
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
先
生
に
丁
寧
に
教
え
て

頂
き
、ま
た
メ
ン
バ
ー
と
も
確
認

し
合
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
し
た
が
踊
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
る
日
、先
生
に
目
線
が
下
で

笑
顔
が
な
い
と
言
わ
れ
今
ま
で

自
分
の
為
だ
け
に
踊
っ
て
い
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。そ
れ
ま
で

は
失
敗
し
な
い
よ
う
に
、確
実
に

踊
れ
る
よ
う
に
と
だ
け
考
え
周

2016いわて純情むすめ

佐藤 江津子

人
々
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
の
踊
り

り
の
方
を
楽
し
ま
せ
た
い
と
い
う
思
い
、自
分
自

身
が
楽
し
ん
で
踊
る
と
い
う
気
持
ち
が
な
か
っ
た

の
で
す
。そ
れ
で
は
一
緒
に
踊
る
メ
ン
バ
ー
や
見
に

来
て
下
さ
っ
た
お
客
様
に
も
失
礼
だ
と
思
い
、笑

顔
で
元
気
に
踊
る
こ
と
を
考
え
練
習
を
始
め
ま
し

た
。日
に
日
に
胸
が

高
ま
り
迎
え
た
当

日
。私
は
失
敗
し
て

も
落
ち
込
ま
ず
最

後
ま
で
笑
顔
で
踊

り
き
ろ
う
、あ
の
日

さ
ん
さ
の
楽
し
さ

を
教
え
て
下
さ
っ

た
バ
ス
ガ
イ
ド
さ

ん
の
よ
う
に
周
り

の
方
に
楽
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
踊
ろ
う
！
そ
う

思
い
純
情
む
す
め
７
人
揃
っ
て
無
事
、踊
る
事
が

で
き
ま
し
た
。踊
っ
て
る
最
中
沿
道
の
お
客
様
の

笑
顔
が
目
に
入
り
と
て
も
楽
し
く
最
後
ま
で
笑
顔

で
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
、今
ま
で
感
じ
た
こ
と

の
な
い
達
成
感
と
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
出
ま
し

た
。今
回
、さ
ん
さ
踊
り
を
１
か
ら
教
え
て
下
さ
っ

た
先
生
を
初
め
一
緒
に
練
習
し
た
メ
ン
バ
ー
と
た

く
さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ
で
パ
レ
ー
ド
を
成
功
へ

導
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。純
情
む
す
め

と
な
り
ま
だ
日
が
浅
い
で
す
が
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
こ
の
素
晴
ら
し
い
岩
手
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
さ
ん
さ
踊
り
を
通
し
て
感
じ
た
、沢
山
の

方
に
幸
せ
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
こ
れ

か
ら
も
日
々
邁
進
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

管理部
総合企画課

小
お の

野	将
しょうた

太さん（23歳）

趣味・特技
ドライブ・サッカー観戦・チェキ写真収集

現在の担当業務
各イベントの取材・クラーラの編集

これからどんな職員になってみたいか
様々な場所・ジャンルへの取材に行くことが多い業務内容なので、広い視野で対応で

きるような知識を身に付けていきたいです。その中で、広く浅くではなく、広く深く知識を
身に付けていきます。記事を書く際には、各場面の最重要項目をこぼさずインタビュー
し、皆さんに伝わりやすく迫力のある写真を撮影し、面白い広報誌を作成します！

「
新
規
就
農
者
」と「
集
落
営
農
･
法
人
組
織
」を

　担
い
手
の
両
輪
と
し
て
集
中
的
に
支
援
！
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千葉に代わりまして「クラーラ」新担当とな
りました、今月の「純情人」の小野です。今月
号より、とりまとめをさせていただきます。入
会当初は右も左もわからず、あたふたしてい
る毎日でしたが、ようやく業務内容に少しず
つ慣れてきました。まだまだ未熟者ですが、
先輩方に教わりながら、皆様が読みやすく、

面白い会報誌にしていきたいと思いますの
で、よろしくお願いします！
また、来月からいわて国体本大会が開催し
ます。私の同期が10月2日（日）にソフトボー
ル競技に出場しますので、こちらも応援よろ
しくお願いします！

（小野）

NEWS WIDE ANGLE ニュースワイドアングル

JA全農いわては盛岡市内のふれあい純情市場さっこらにて、トウ
モロコシとスイカの販売会を開催しました。

これらは、毎月第土曜日放送のテレビ番組「じゃじゃじゃTV」
（IBC岩手放送）内ミニコーナー「じゃじゃじゃTV de 純情農園」で
アナウンサーやいわて純情むすめらが栽培したもの。同コーナーは、
農業の楽しさや魅力を発信することを目的に今年6月から、JA全農
いわてが提供しています。

お盆入り前日ということで大賑わいの店内、レジには大行列がで
きていました。商品は早々に完売し、スイカを買ったお客様は「安く
て甘い、これから放送も見てみます」と話しました。同番組で生産に
携わり、当日の販売会にも駆けつけたいわて純情むすめは「こんなに
売れるなんて正直びっくりしました。今まで以上に心を込めて農園

作業をしていこうと思
いました」と喜びを語
りました。

今回の売上金は、
12月に共同募金の
一環として行われる、
NHK歳末たすけあい
募金に寄付する予定
です。

盛岡競馬場OROパークにて、ジャパンジョッキーズカップ2016
が開催されました。

JA全農いわてはこの大会に特別協賛しており、勝利チームと優
勝騎手、優勝馬関係者へ副賞として岩手県産農畜産物を贈呈しま
した。

大会はチームJRA4名、チームEAST（東日本地方競馬）4名、
チームWEST（西日本地方競馬）4名の3チームでの対抗戦。対象
レース3戦の着順で争い、チームWESTが見事勝利をおさめ、同
チームの永森大智騎手が優勝騎手に輝きました。優勝チームには

「いわて牛サーロインステーキ」「エーデルワイン」「江刺金札米ひ
とめぼれ」「いわて純情りんご」を、永森騎手には「いわて純情豚一
頭分」「江刺金札米ひとめぼれ」をそれぞれ贈りました。

また、当日はいわて純情むすめが来場者へ県産牛乳やりんご
ジュース、パックごは
んを手渡し、純情ブラ
ンドをPRしました。

JA全農いわては、第98回全国高等学校野球選手権大会に出場
する盛岡大学附属高等学校に、いわて純情豚１頭分と支援金とし
て金一封を贈りました。28日、サンビル4階の応接室で開かれた贈
呈式には同校赤坂昌吉校長と関口清治監督、石橋泰成主将が出
席。本会畠山俊彰県本部長は「甲子園では岩手県代表として、岩手
旋風を巻き起こしていただきたい」と激励し、目録を手渡しました。
受け取った石橋主将は「チーム全員でたくさん食べ、力をつけていき
たいです。打ち勝つ野球で戦ってきます」と応えました。

同校野球部は今大会で、2年ぶり9回目の甲子園出場。結果は、岡
山県の創志学園に11対8と打ち勝つ野球で勝利し、ベスト16とい
う輝かしい成績で本県を大いに盛り上げました。

J A 全 農いわ
てが農畜産物を
提供するこども
食 堂（わらしゃ
ん 丼 ）は 、子ど
もたちの夏休み
に合わせ「わら
しゃん丼in夏休
み企画」を開催
しました。これ
は大勢で食卓を
囲み、食べる楽

しさや大切さを伝えることを目的として、NPO団体や地域住民の
ボランティアが中心となり運営するものです。当日は約30名の児
童が参加し、夏休みの工作に最適なフォトスタンドやオリジナル柄
のうちわを作成。その後開催されたバーベキュー大会では「いわて
牛」を使用した焼肉や焼きそば、県産米おにぎりが振る舞われ、大
人も子どもも大満足の様子でした。

このイベントには2016いわて純情むすめも参加。児童一人ひと
りに「じゅんきくんストラップ」を手渡しました。わらしゃん丼の関
係者は「農畜産物を提供してくださり感謝しています。みんなで食
卓を囲んで、楽しい場所づくりをしていきます」と感謝の意を述べ
ました。

小菊やりんどうの本格出荷時期を迎えたＪＡいわて平泉は、安定
販売と輸送の安全を祈念し、生産者の生産意欲高揚を図ることを
目的に、出発式を開催しました。

式には生産者や関係者約150名が出席。JA全農いわて園芸部の

　川村千伸次長は「岩手を代表するりんどうの生産量日本一を維
持して欲しいです。日本で一番高い山は富士山だとすぐわかります
が、2番目に高い山はすぐにはわかりませんよね？小菊やスターチス
なども日本一目指して、盛り上げていきましょう」と生産者を鼓舞し
ました。

スローガンの唱和で花き総販売数5億円の必達を誓い、今年の
販売に期待を込めて、万歳三唱とともに平泉の花き720箱が積み
込まれたトラックを関西方面の市場へと送り出しました。

岩手県農協肉牛経営者連絡協議会
は盛岡駅前広場にて、県産和牛の普及
および消費拡大を目的に、いわて牛無
料試食会を開催しました。この取り組
みは今回で5回目、関係者約80名が参
加しました。会場では、駅利用者を中心
に、いわて牛モモ丸焼きなどの焼肉、約
1500食を振る舞った他、JA全農いわ
てより県産きゅうり及び県産牛乳を無
料で提供しました。

同協議会の千葉幹雄会長は開会式で「今回で5回目の開催です。いわて牛のファンを増やせ
るように全員で頑張りましょう」と意気込みを語り、気温35度を超える猛暑のなか、会長自ら
お客様へ焼肉を手渡しました。

イベントではJA新いわて営農経済部の菅原敏栄部長他2人によるストリートライブやいわ
て純情むすめによるクイズ大会を実施し、正解者には豪華賞品をプレゼントするなど、大賑わ
いとなりました。

JA全農いわては今後も各イベントを通して、県産農畜産物の普及や消費拡大PRに努めて
いきます。

地産地消！いわて純情むすめが販売

チームWESTが実力見せつけ勝利県産農畜産物を力に！

食べる楽しさ大切さ

平泉の花きを全国へ

いわて牛の美味しさをPR！

8月12日（金）

７月１８日（日）７月２８日（木）

７月末日

７月２５日（月）

8月6日（土）

純情農園野菜販売

ジャパンジョッキーズカップ開催盛岡大学附属高等学校硬式野球部贈呈式

わらしゃん丼in夏休み企画

JAいわて平泉花き出発式

いわて牛無料試食会

花き総販売数5億円の必達を誓ったスローガン唱和 関西方面の市場へと運ばれます

今回提供された、いわて牛モモ丸焼き

いわて純情むすめもお手伝い

自分たちが育てた作物を販売する喜びを味わいました

優勝したチームWESTの皆さんへ県産農畜産物を贈呈左から、赤坂昌吉校長、関口清治監督、石橋泰成主将、畠山俊彰県本部長

参加者へ「じゅんきくんストラップ」をプレゼント
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特集

＊消費地だより　＊JAタウン いわて純情館
＊報告! 出向く活動班　＊純情むすめ活動記

「担い手直送規格・省力防除」の
取り組みについて

JA 全農いわてホームページ
〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8615　FAX019-653-6145

http://www.junjo.jp

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。
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